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連結子会社に係る特別損失の発生及び平成20年６月期中間（連結・単独） 
並びに平成20年６月期通期（単独）の業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 平成20年６月期中間期（平成19年７月１日～平成19年12月31日）において連結子会社に係る特別損失が発
生いたしました。また、平成20年６月期中間期(連結・単独)並びに平成20年6月期通期（単独）の業績につい
て、平成19年８月10日付の「平成19年６月期決算短信」発表の業績予想を下記のとおり修正いたします。 
 

記 
 

1.連結子会社に係る特別損失の発生について 
 当中間連結会計期間において連結子会社に係る特別損失が 55 百万円発生いたしました。主な内訳は、平成 19
年9月21日付「連結子会社に対する指導票等の交付に関するお知らせ」でお知らせいたしました株式会社マック
スサポートの業務管理費返還にともなう損失 32 百万円、同社難波支店に係るのれんに対する減損損失の計上 7
百万円、当社との合併により廃止することになった茨城ソフトウェア開発株式会社の役員退職慰労金10百万円、
このほか投資有価証券の評価損2百万円等となっております。 
   
2．平成20年6月期 連結業績予想の修正等 
(1)中間期（平成19年7月1日～平成19年12月31日）                 （単位：百万円） 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益  

 前回予想（Ａ） ３，５００  ８０  ６５  １０   

 今回修正（Ｂ） ３，７９７  ２７  ２５  △５７   

  増減額（Ｂ－Ａ） ２９７  △５３  △４０  △６７   

 増減率 8.4％ △66.2％ △61.5％ ―  

 
(2) 修正理由 
 売上高については、297百万円増の3,797百万円（当初予想比8.4％増）を見込んでおります。主な要因は、
３月決算会社の連結対象子会社茨城ソフトウェア開発株式会社について、同社の平成19年4月1日から平成
19年9月30日までの6ヶ月間を中間期の連結対象としていたところ、平成20年1月1日付で当社と合併す
ることにともない、平成19年4月1日から平成19年12月31日までの9ヶ月分の同社の業績を当中間連結
会計期間の連結対象としたことによるものです。 また、データ・ブリッジ株式会社の営業不振の影響から
営業損失21百万円を計上する予定であること、株式会社マックスサポートにおいて、登録派遣社員の社会保
険加入による会社負担の法定福利費の上昇やコンプライアンス対策費の支出にともなう管理費など営業費用
全般が増加した影響により、当中間連結会計期間の営業利益は27百万円(当初予想比53百万円の減少)とな
り、営業利益減少の影響を受け、経常利益も25百万円（当初予想比40百万円減）となる見込みです。 
 前記１に記載したとおり 55 百万円の特別損失が発生すること並びに株式会社マックスサポートの税効果
適用について見直しを行った結果、当中間連結会計期間においては、当期純損失57百万円（当初予想は、当
期純利益10百万円）となる見込みとなっております。 
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(3)通期（平成19年7月1日～平成20年6月30日） 
なお、通期（連結）の業績予想につきましては、現在のところ修正はございません。 
 
(4)ご参考：前期の実績(平成18年7月1日～平成19年 6月30日)           （単位：百万円）   

 売上高 経常利益 当期純利益 

中間期(平成18年7月1日～平成18年12月31日) ２，００４ ２８ ５５ 

通  期(平成18年7月1日～平成19年 6月30日) ５，７０６ ２３２ ５９ 

 
２．平成20年6月期 単独業績予想の修正等 
(1)中間期（平成19年7月1日～平成19年12月31日）                 （単位：百万円） 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益  

 前回予想（Ａ） ５１  △１８  ２０  ２０   

 今回修正（Ｂ） ５１  △４  ３１  ３１   

  増減額（Ｂ－Ａ） ０  １４  １１  １１   

 増減率 ― ― 55.0% 55.0%  

 

(2) 修正理由 
 売上高については、当初予想との差異はなく、51百万円となる見込みであります。また、管理費が当初の
予測を下回る見込みのため営業損失は４百万円（当初は営業損失１８百万円）となる見込みで、この影響に
より、経常利益は 31 百万円（当初予想比 55.5％増）となると予想しております。以上の理由により 当期
純利益につきましても、31百万円（当初予想比55.0％増）となると見込んでおります。 

 
(3)通期（平成19年7月1日～平成20年6月30日）                （単位：百万円） 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益  

 前回予想（Ａ） １０３  △１０  １３  １２   

 今回修正（Ｂ） １，１００  ２０  ５０  ５０   

  増減額（Ｂ－Ａ） ９９７  ３０  ３７  ３８   

 増減率 967.9％ ― 284.6％ 316.6％  

 

(4) 修正理由 
 平成19年10月10日付で発表いたしましたとおり、当社は、本年1月1日付で連結対象子会社であった茨城
ソフトウェア開発株式会社を吸収合併したことにより事業持ち株会社となりました。この結果、従来の純粋持
ち株会社としての事業に、旧茨城ソフトウェア開発株式会社の営んでおりましたシステム開発事業の業績を加
えた結果、通期の単独の売上高は1,100百万円（当初は103百万円）、営業利益は20百万円（当初は営業損失
１０百万円）、経常利益は50百万円（当初は13百万円）、当期純利益は50百万円（当初は12百万円）にそれ
ぞれ修正いたします。 
 
(5)ご参考：前期の実績(平成18年7月1日～平成19年 6月30日)           （単位：百万円）   

 売上高 経常利益 当期純利益 

中間期(平成18年7月1日～平成18年12月31日) ４３ △１４ ４６ 

通  期(平成18年7月1日～平成19年 6月30日) ９６ △１１ ５０ 

 
※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、
今後様々な要因によって、予想数値と異なる場合があります。 

 

    以  上 


